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　今年は雪の少ない冬で、暖かい日が続き桜の開花も早そうです。しか
し３月末は寒さがぶり返し、政治の世界と同じくすぐには春が来ないな
あと感じているこの頃です。
　さて平鹿総合病院も４月１日で新病院に移転して２年経過し、やっと
新病院らしくなりましたがまだまだ不充分な点も多く診療所、病院の先
生達に御迷惑をかけていることが少なくないのではないかと心配してい
ます。
　地域医療連携における当院の役割とは顔のみえる医療連携に最も力を
入れているつもりですので御意見宜しくお願いします。
　お陰様で連携に関する事業実績では紹介患者数、逆紹介総数とも増加
しており、オープンベッド利用状況も稼働率（同平均）84％利用してい
ただいています。
　検査の依頼件数はRI、CTは増加していますが、MRI がやや減少して
います。当院はMRI が２台でまだ余裕があり紹介枠を広げましたのでど
んどん利用してください。更にこれからの地域医療連携における当院の
役割で重要な仕事に国の方針で２年前から始まっている四疾病について
は脳卒中、心筋梗塞について現在準備をしています。出来るだけ早い時

期から始めて先生達と連携事業に入りたいと思っていますので宜しくお願いします。がんに関して
もがん拠点病院としての役割が充分果たせるよう準備しています。糖尿病についても同様に考えて
ますので宜しくお願いします。
　当院として地域医療連携は最も大切な仕事として今後も頑張りますので宜しく御支援お願いしま
す。

当院の地域医療連携における役割

平鹿総合病院
総　長

林 　 雅 人

　ふと外を見ると、３月初旬にしては横手とは思えない程に雪の殆ど無
い街並みが広がっており、まるで春本番のような穏やかな風景です。外
来でも診察前の患者さんとの挨拶が「雪が少なくて毎日楽ですね～」が
定番になっていました。このまま春が到来するのでしょうか？かつての
豪雪の横手はいずこへ……。
　さて、地域の中核病院として横手の地域医療を中心的に担う当院にと
って、地域医療連携への積極的な取り組みと推進が重要かつ不可欠な課
題であることは言うまでもありませんが、今年は当院における病診連携
の面で画期的な取り組みが始まります。
　即ち、４月１日から、横手市医師会の先生方がweek day の当直帯にお
いて毎日救急診療に参加する「診療参加型病診連携システム」が運用開
始となります（18 時～ 20 時の２時間です）。
　この事業に関してはいずれ詳しく紹介する機会があろうかと思います
が、横手市医師会と当院が協同して、当院の夜間救急医療の充実と地域
住民に対するさらに信頼される医療の提供を図ることを目的としたもの

です。
　このシステムについては、横手市医師会の企画に基づいて昨年７月以来当院と医師会の間で実行
案について検討を重ねて今回の実施に至ったものです。横手市医師会の先生達の地域医療に対する
誠意が具現化したものであり、当院の医局の先生方の過重労働の軽減にも大きく貢献することが出
来るものと考えております。
　本システムの構築と維持を通して、医師会の先生方とのまさに“顔の見える”絆が深まって、横
手地域における病診連携が大きく前進することを強く期待しています。
　さらに、市民の皆様との連携につきましても、今年度において新しく設置された病院の広報委員
会が中心となって、一般市民の皆様を対象とする新規の定期刊行の病院広報誌の発刊に向けた準備
が進められておりますので、期待して頂きたいと思います。

平鹿総合病院
院　長

平 山 　 克

地域医療連携の推進 /強化を目指して



3

　横手市医師会は、重点課題である診療参加型病診連携の一環として、
４月１日（水）から平日の夜間（６時～８時）、平鹿総合病院に開業医会員
が出向いて救急外来診療の手助けを行う事業を開始しました。
　全国的な医師不足、特に勤務医不足は市内の３病院も例外ではなく、特
に時間外救急医療現場での勤務医の疲弊はいわゆるコンビニ受診の増加も
ありギリギリの状態が続いており大きな問題になっています。この状況が
続けば、勤務医の退職を助長し、診療科の閉鎖など、地域医療に重大な危
機をもたらす結果につながりかねません。私たちは、多くの会員・非会員
で構成され、この地域の救急医療・高度医療を担っている病院勤務医に対
して地域医師会として可能な限りの援助を考えることが必要であると考え
ました。
　当地区の時間外外来の対応は、市立大森病院の「夕暮れ診療」や市立横

手病院の救急業務、開業医による日曜祭日当番医制など、平鹿総合病院以外でも行われております
が、平鹿総合病院が新築移転してからは夜間救急の多くが平鹿総合病院に集中するようになりまし
た。当初は３病院全てに対する応援態勢も考えましたが、市医理事会での検討結果、現在時間外患
者さんが集中している平鹿総合病院にまず応援を出すことにしました。
　この事業は多くの開業会員の協力によって可能になったことであり、勤務医不足を解消できるも
のではなく、あくまで緊急避難的なものですが、少しでも病院勤務医の負担を減らすことができれ
ば今後の地域医療や病診連携に役立つものとして期待しています。加えて、設備やスタッフが限ら
れているため、その「資力」を発揮できない開業会員も少なくありません。今後の診療参加型病診
連携として、病院非常勤医師等の形で「手術」「検査」等への参加が可能かどうか各病院側と協議し
ていきたいと思います。同時に安易な時間外外来受診の減少に向けても行政とともに努力が必要と
考えています。

横手市医師会
会　長

西成　　忍

診療参加型病診連携について

※参加型病診連携システムとは？……………………………………
　横手市医師会の先生方と当院の医師が共同し、当院の夜間医療の充実と地域
住民の皆様に対する安心・信頼される医療を提供するための仕組みです。

※どのようにして診療を行うのですか？……………………………
　診療開始時期　平成21年４月１日～
　診療参加曜日　平日（土曜日、日曜日、祝祭日を除く）
　診療参加時間　平日の18時～20時
　診療参加医師　医師会の先生方25名の当番制
　診 療 方 法　医師会の先生１名が、当院の当直スタッフとして診療を行います。

※当院からのお願い……………………………………………………
　夜間救急は、検査や処方されるお薬が限られております。お急ぎでない場合は、平日の各科外来に受
診くださいますようお願いいたします。

　誰もが経験したことのない「高齢社会」を迎えようとしております。
　「病気になったらどうしよう」そんな時、地域住民の皆様に「いつでもどこでも良質な医療」を切れ
間無く受けていただくため、当院は横手市医師会の先生方と連携し、日曜夜間小児救急医療・共同利用
病床の運用等を行って参りました。この度、横手市医師会の先生方のご支援により、参加型病診連携シ
ステムを運用することになりました。

地域医療連携室からのお知らせ地域医療連携室からのお知らせ地域医療連携室からのお知らせ
─ 診療参加型病診連携システムがスタート !! ── 診療参加型病診連携システムがスタート !! ── 診療参加型病診連携システムがスタート !! ─
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紹介患者さま受付と地域医療連携室設置場所

スタッフ

室　　長 高橋　俊明

副 室 長 齋藤　　研

医事課長 久米川　均

看護師長 高山　国子

事　　務 福田　靖子

スタッフ一同心を込めて対応いたしております。
どうぞよろしくお願いいたします。

健診センター
総合受付
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診療参加型病診連携にご協力くださる先生方

あさのクリニック
浅 野 晴 彦

山 医院分院
山 﨑 幸 雄

細谷内科医院
細 谷 賢 一

ツインクリニック内科・整形外科
齋 藤 公 基

西 成 医 院
西 成 　 忍

渡辺内科循環器科医院
渡 辺 　 一

渡 邊 医 院
渡 邊 　 毅

福島内科医院
福 嶋 隆 三

胃腸科内科高橋クリニック
高 橋 廣 己

澤口内科医院
澤 口 常 康

和賀胃腸科内科医院
和 賀 　 卓

すずき皮膚科クリニック
鈴 木 長 男

おぎわら内科診療所
荻 原 　 忠

針生皮膚科内科医院
福 嶋 孝 子

中 川 医 院
中 川 輝 彦

聖愛内科胃腸科クリニック
梁 　 盛 強

高橋内科医院
高 橋 　 晶

井田内科胃腸科医院
井 田 隆 夫

曽 根 医 院
曽 根 純 之

高 橋 医 院
高 橋 和 彦

熊 谷 医 院
熊 谷 理 夫

横手胃腸科クリニック
高 橋 正 樹

横手胃腸科クリニック
小 山 幸 夫

●７月以降、桃雲堂高橋医院高橋昭博先生が２ヶ月に１回（月曜日）の協力をして下さいます。

（敬称略）
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